発話行為理論から見る文末と文中のカラの違い（第Ⅱ部 文法・談話研究） by 孫 思琦


































































































「A カラ B。」	 「A カラ。」	
A	 B	 用例数（件）	 A	 （B）	 用例数（件）	
断定型	 断定型	 29	 断定型	 （断定型）	 37	
断定型	 行為指示型	 10	 断定型	 （行為指示型）	 33	
行為拘束型	 行為指示型	 5	 断定型	 Ø	 11	
―	 ―	 ―	 行為拘束型	 （行為指示型）	 9	
総計	 44	 総計	 90	
 
3.1.「断定型＋断定型」と「断定型＋（断定型）」	
	 「A カラ B。」の中で、最も多く見られる「断定型＋断定型」のパターンは主節部が事態を叙述するか
（1）、話者本人の判断を示すか（2）、話者の行為を表すか（3）によって、「事態の原因」、「判断の根拠」、





	 	 		 		礼：「ほんとに、そうでしょうか。」	
	 		 	 多田：「え？」	
	 	 				 礼：「そうやって、現場にいない私たちが決め付けるから。」	
	 		 	 多田：「決め付けるから、職人が育たなくて、昔の技術がどんどん廃れていく。」	

















	 	  （4）エリ：「うーん、2週間でわかったのってこれくらい？」	
	 	 	 	 		幹雄：「それって全部最初の挨拶の時に言ってたじゃん。」	
	 	 	 	 		エリ：「だってそれしか情報ないんだもん。」	
	 	 	 	 				礼：「あの人黙々と授業やってるだけだからねー。」	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 『プロポーズ大作戦	 第3話』	
	 	 	（5）エリ：「いいじゃん別に。人に迷惑かけてないんだから。」	
	 	 	 		 	 	礼：「そうかなー！？」	
	 	 		 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 『プロポーズ大作戦	 第5話』	
	 	 	（6）健：「思わず泣きそうになった。礼のウエディングドレス姿が、あまりにも綺麗だったから。」	




	 	 	 		 	 礼：「日直の仕事ですから。」	
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	 	 		 	 多田：「いやでも僕、今、説明してたんですけど。」	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 											『プロポーズ大作戦	 第3話』	 	
	 	 	（8）アパートの階段を上がる礼の腕を掴む健。そして健は礼にキスをした。	
	 	 			 	 健：「…今の、一回目な。」	
	 	 	 			 礼：「…」	
	 	 	 	 		健：「俺だけ覚えてないの不公平だから。」	
	 	 	 	 		礼：「…ちょっと何すんのよ！」思わず健の左頬を叩く。	









	 	 	 	大志：「お前そういうトコほんっとにばあさんそっくりだな。ロクな男と結婚出来ない						
ぞ。」	
	 	 					礼：「それでもいいから早く帰って！」	
	 	 			大志：「…礼！わしと一緒にプリクラ撮ろう！」	 	
	 	 					礼：「プリクラ！？」	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 『プロポーズ大作戦	 第5話』	
	 このパターンは「Aカラ。」で用いられる場合、ほとんどAの主節部が文脈から見つかることができる。	
	 	 （10）エリ：「礼が渡しな。さっきあんな酷いこと言ったんだから。」花を礼に渡す。	
	 	 	 	 			 尚：「そうだぞ。絶対傷ついてるぞ。」	
	 	 	 	 	 		礼：「私が…」	











	 	 	 	 妖精：「人間が、歴史の中で最もうまくなっていくことの一つが、いいわけだ。」	
	 	 			 	 健：「もう1度行かせてください！今度は絶対にうまくやりますから！」	
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	 	 	 	 妖精：「無理に決まってんだろ？」	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 『プロポーズ大作戦	 第1話』	
	 	 （13）エリ：「また今日の夜多田先生の住所パーティーで会えるでしょ！」	
	 	 	 	 	 	 礼：「そうだ！よろしくね！」	
	 	 	 	 	 幹雄：「冷静に考えたらすっげーメンドクセーな。」	
	 	 	 	 	 	 尚：「健も幹雄も逃げないように連れていくから！」	
	 	 	 	 	 	 礼：「お願いね！」	











	 	 	 	 	 エリ：「まだ誰かさんと仲直り出来てないからだよ。」	
	 	 	 	 	 	 礼：「そんなの全然関係ないから！」	
	 	 『プロポーズ大作戦	 第3話』	
	 	 （15）礼：「そうかなー。あ！泳げないじゃん！」	
	 	 	 	 	 健：「泳げるし！」	
	 	 	 	 	 礼：「あれは、泳げるって言わないから。」	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		 『プロポーズ大作戦	 第11話』	
	 以上、「AカラB。」と「Aカラ。」について発話内行為の内容を手がかりとして考察を行った。「断定型
＋断定型」のパターンにおいて、「A カラ B。」の「A」も、「A カラ。」の「A」も、「事態の原因」、「判断
の根拠」、「行為の理由」を表わすことができ、後接するカラは関連事態との論理関係を示し、繋がりを
合理化する機能を持つと考えられる。また、「断定型＋行為指示型」、「行為拘束型＋行為指示型」のパタ















「A カラ B。」	 「A カラ。」	
断定型＋断定型	 原因・理由・根拠を表す	 後の情報と論理付け	 関連情報と論理付け	
断定型＋行為指示型	 原因・理由・根拠を表さない	 後の行為要求を合理化させ	 行為要求	
行為拘束型＋行為指示型	 原因・理由・根拠を表さない	 後の行為要求を合理化させ	 行為要求	
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